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平成２２年（再ロ）第２１号
宮城県宮城郡利府町花園２丁目12番地５
再生債務者 成ヶ澤哲哉
１ 決定年月日時 平成22年７月８日午後５時
２ 主文 再生債務者について給与所得者等再生
による再生手続を開始する。
３ 再生債権の届出期間 平成22年８月５日まで
４ 一般異議申述期間 平成22年８月19日から平
成22年９月２日まで

仙台地方裁判所第４民事部

目 黒 区 公 債 抽 せ ん 公 告

目黒区公債の定時償還について、次のとおり抽せんいたします。
銘 柄 償 還 金 額 償 還 期 日

目黒区公債平成12年度第２回 230¶500千円 平成22年10月25日
１．抽せん日時 平成22年８月10日 午前10時より
２．抽せん場所 株式会社みずほ銀行（東京都千代田区内幸町１丁目１番５号）
３．抽せん方法 全数抽せん
平成 22年７月 20日 目 黒 区

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

平成２２年（再ロ）第３号
佐賀県佐賀市大和町大字久池井822番地１
再生債務者 山本 信
１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成22年６月29日までの意見聴
取期間が経過した再生計画には、民事再生法に
定める不認可の決定をすべき事由はない。
平成22年７月７日

佐賀地方裁判所民事部破産係
平成２１年（再ロ）第１０２０４号
群馬県太田市下浜田町369`44

再生債務者 大曽根雅之
１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成22年６月30日までの意見聴
取期間が経過した再生計画には、民事再生法に
定める不認可の決定をすべき事由はない。
平成22年７月８日

東京地方裁判所民事第20部
平成２２年（再ロ）第１号
福井県敦賀市公文名29号１番地の３
再生債務者 宮川 幸一
１ 主文 本件再生計画を認可する。
２ 理由の要旨 平成22年７月８日までの意見聴
取期間が経過した再生計画には、民事再生法に
定める不認可の決定をすべき事由はない。
平成22年７月９日

福井地方裁判所敦賀支部再生係

平成２２年（再ロ）第２号
静岡県浜松市東区小池町1157番地の２ ミヤ
ニシガーデンハイツＣ102号室
再生債務者 堀内 龍一
１ 意見聴取に付する再生計画案 平成22年６月
23日付け再生計画案
２ 書面で意見を述べることができる事項 民事
再生法241条２項各号に定める事由
３ ２の書面の提出期間 平成22年７月29日まで
平成22年７月８日

静岡地方裁判所浜松支部再生係
平成２２年（再ロ）第５号
札幌市豊平区旭町２丁目１番15`1005号
再生債務者 金津 興和
１ 意見聴取に付する再生計画案 平成22年７月
５日付け再生計画案
２ 書面で意見を述べることができる事項 民事
再生法241条２項各号に定める事由
３ ２の書面の提出期間 平成22年８月６日まで
平成22年７月９日

札幌地方裁判所民事第４部
平成２２年（再ロ）第６号
札幌市北区北34条西11丁目４番17`306号
再生債務者 樋渡 美香

１ 意見聴取に付する再生計画案 平成22年６月
30日付け再生計画案
２ 書面で意見を述べることができる事項 民事
再生法241条２項各号に定める事由
３ ２の書面の提出期間 平成22年８月６日まで
平成22年７月９日

札幌地方裁判所民事第４部

教育職員免許状失効公告

教育職員免許法（昭和24年法律第147号）第10

条第１項の規定により、次の免許状は失効した。
平成 22年７月 20日 静岡県教育委員会
１ 免許状の種類、授与権者、本籍地、氏名

\ 中学校教諭１種免許状（保健体育）、茨城
県教育委員会、静岡県、村松 俊輔

] 高等学校教諭１種免許状（保健体育）、茨
城県教育委員会、静岡県、村松 俊輔

２ 失効の事由
教育職員免許法第10条第１項第２号該当

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 法 人 は 合 併 し て 甲 は 乙 、 丙 、 丁 、 戊 、 己 、

庚 、 の 権 利 義 務 全 部 を 承 継 し て 存 続 し 、 乙 、 丙 、

丁 、 戊 、 己 、 庚 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

な お 、 こ の 合 併 に つ い て は 平 成 二 十 二 年 七 月 十

二 日 に 合 併 後 旧 主 務 官 庁 の 認 可 を 得 て い ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

平 成 二 十 二 年 七 月 二 十 日

茨 城 県 水 戸 市 東 野 町 二 六 〇 番 地

（ 甲 ） 財 団 法 人 茨 城 県 交 通 安 全 協 会

会 長 照 山 昭 一

茨 城 県 水 戸 市 三 の 丸 一 丁 目 五 番 二 一 号

（ 乙 ） 財 団 法 人 茨 城 県 水 戸 地 区 交 通 安 全

協 会 会 長 幡 谷 浩 史

茨 城 県 日 立 市 本 宮 町 四 丁 目 一 七 番 一 号 日 立

警 察 署 内

（ 丙 ） 財 団 法 人 茨 城 県 日 立 地 区 交 通 安 全

協 会 会 長 大 石 倫

茨 城 県 高 萩 市 高 戸 三 一 五 番 地 の 一 〇

（ 丁 ） 財 団 法 人 高 萩 地 区 交 通 安 全 協 会

会 長 照 山 昭 一

茨 城 県 龍 ヶ 崎 市 二 五 〇 五 番 地 の 二 竜 ケ 崎 警

察 署 内
（ 戊 ） 財 団 法 人 龍 ヶ 崎 地 区 交 通 安 全 協 会

会 長 大 野 文 雄

茨 城 県 牛 久 市 下 根 町 四 九 一 番 地 一

（ 己 ） 財 団 法 人 茨 城 県 牛 久 地 区 交 通 安 全

協 会 会 長 中 村 安

茨 城 県 土 浦 市 立 田 町 一 番 二 〇 号

（ 庚 ） 財 団 法 人 土 浦 地 区 交 通 安 全 協 会

会 長 寺 田 浩

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 （ 甲

の Ａ 種 種 類 株 式 四 九 株 を 含 む ） を 承 継 し て 存 続 し

乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 平 成 二 二 年 九 月 一 日 で あ り 、 両 社

の 株 主 総 会 の 承 認 決 議 は 平 成 二 二 年 七 月 二 六 日 に

予 定 し て お り ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 金 融 商 品 取 引 法 に よ る 有 価 証 券 報 告 書 提 出

済 。

（ 乙 ） 掲 載 紙 官 報

掲 載 の 日 付 平 成 二 二 年 六 月 二 五 日

掲 載 頁 一 四 二 頁 （ 号 外 第 一 三 四 号 ）

平 成 二 十 二 年 七 月 二 十 日

埼 玉 県 桶 川 市 泉 二 丁 目 二 番 一 八 号

（ 甲 ） 三 共 理 化 学 株 式 会 社

代 表 取 締 役 須 藤 進

埼 玉 県 桶 川 市 泉 二 丁 目 二 番 一 八 号

（ 乙 ） フ ジ ス タ ー 株 式 会 社

代 表 取 締 役 須 藤 進

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た の

で 公 告 し ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 紙 官 報

掲 載 の 日 付 平 成 二 十 二 年 七 月 九 日

掲 載 頁 九 十 八 頁 （ 号 外 第 一 四 五 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 紙 官 報

掲 載 の 日 付 平 成 二 十 二 年 七 月 九 日

掲 載 頁 七 十 九 頁 （ 号 外 第 一 四 五 号 ）

平 成 二 十 二 年 七 月 二 十 日

東 京 都 港 区 芝 浦 三 丁 目 四 番 一 号

（ 甲 ） 東 芝 保 険 サ ー ビ ス 株 式 会 社

代 表 取 締 役 古 畑 雅 則

東 京 都 港 区 芝 浦 三 丁 目 四 番 一 号

（ 乙 ） 日 興 実 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 古 畑 雅 則™
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